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１．研究計画の概要 
 中国・モンゴルの大陸で強風による砂嵐に
より巻き上げられた黄砂は地球を回遊する。
その黄砂に大気汚染物質を始め、口蹄疫、豚
コレラ、ムギサビ病が付着して日本および地
球規模で輸送され発生・蔓延することが推測
されるが、確認できていない。それら病原菌
を DNA 鑑定技術によって評価・確定する。 

(1)中国・敦煌と内蒙古奈曼の半固定砂丘
域の新開墾農地でダストキャチャーによる
ダスト舞い上がり量を調べた結果、ダスト濃
度の差異には人間活動（農業）の影響が大き
かった。 

(2)2008年 3月3～4日の黄砂中の鉱物種を
同定と構成元素と最表面に存在する元素の
特性評価より、黄砂の構成鉱物は種々の塩類、
二次生成物が主であり、含水鉱物は硫酸塩で
あり、重金属元素も微量含まれる。 

(3)黄砂粒子のバルク組成と黄砂最表面組
成とは大きく異なり、試料最表面には C と O
と Nとが相対的に多く存在し、最表面には人
為活動である Nが偏在し、複数の化学状態を
確認した。 

(4)2008 年 3～5 月沖縄、福岡、つくば採取
の黄砂について、全 RNA を抽出し、口蹄疫ウ
イルスの DNA断片プライマーを用いたリアル
タイム PCR 解析法で、黄砂付着口蹄疫ウイル
ス DNA の検出を試みた結果、H2O では見られ
なかった特異的な DNA の増幅が検出され、日
本各地から採取した黄砂サンプルに口蹄疫
ウイルス付着の可能性を確認した。また、評
価法の改良を行いつつある。 

(5)黄砂とアレルギー症状の広範囲な文献
調査を行うとともに、2009 年の黄砂発生期の
浮遊物質にアレルギー原因物質アレルゲン

研究で、アレルギーモデル細胞を用いて採集
浮遊物質抽出液の化学伝達物質β-ヘキサミ
ニダーゼの遊離に与える影響から黄砂アレ
ルゲン物質について興味深い知見を得た。 

 
２．研究の進捗状況 

日本国内の沖縄、福岡、筑波で採集した黄
砂から、全て新しい DNA 鑑定技術によって口
蹄疫が確認された。ただし、中国・モンゴル
からの評価とはなっていない。黄砂に付着す
る病原菌の同定ができたことおよび、黄砂最
表面に付着する化学物質の同定、特に人為起
源と推測される Nが確認できたことは非常に
有益であった。 

 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由）上述通り沖縄、福岡、筑波で採集し
た黄砂から、全て新しい DNA 鑑定技術によっ
て口蹄疫が確認された。ほぼ研究は達成して
いるが、中国との関連性は未定である。昨年
末より中国で、本年 1月の韓国で牛の口蹄疫
が発生し、さらには 4月になって韓国および
日本の宮崎・鹿児島で複数例発生している。
これらは黄砂付着によって発生したことが
疑われるが、具体的な評価はできていない。
また、この大気汚染物質による変質について
も検討する必要がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 黄砂付着病病原菌を中国・モンゴルから持
ち込み、DNA 鑑定技術によって確定すること
を目的としている。このため、本年度は中国
およびモンゴルに研究代表者および研究分
担者が出張して現地調査を行うとともに、黄
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砂を持ち帰り、現地の黄砂について上述の手
法で解析・解明する予定である。特にモンゴ
ルにおいては昨年に引続きの共同研究の協
定を結んでの本格的な持ち帰り作業である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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